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【
朝
礼
台
】 

先
日
、
岡
山
市
加
茂
に
住
む
東
琴
美
さ
ん
が

さ
ん
は
町

て
、
数
年
前

い
る
と
き
、

っ
た
こ
と

し
た
と
い

読
者
欄
に

生
徒
ら
に

と
い
う
題

切
が
嬉
し

て
い
ま
す
。 

が
、
六
十
数

の
題
名
と

い
ら
っ
し

な
御
婦
人

く
思
い
ま

が
地
域
に

し
た
。 

 

校
長
よ
り
） 

い
。

ね
。

て
寄
付
し
ま
し
た
。 

施
し
た
初
級
園
芸
福
祉
士
養
成
基
礎
講
座
の
様
子
で

す
。
こ
の
講
座
で
は｢

園
芸
福
祉
モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン｣

と

し
て｢

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
め
る
花
壇｣

｢

高
齢
者
も
楽

漏
れ
日
】
本
当
に
生
徒
さ
ん
が
学
生
ら
し
く

く
な
っ
た
。
販
売
実
習
に
来
ら
れ
て
も
、
礼

正
し
い
し
可
愛
い
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
我
が

に
あ
っ
て
も
つ
い
野
菜
と
か
買
っ
て
し
ま
う

と
が
あ
る
く
ら

 原
古
才
・
女
性
・
六
十
六
歳 

の
間
、
葉
ボ
タ
ン
を
農
場
に
買
い
に
行
っ
た

、
先
生
も
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
た
け
ど
、
生

さ
ん
も
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

儀
正
し
く
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

 
 

原
古
才
・
女
性
・
五
十
九
歳, 

せ
ら
ぎ
】
ど
の
生
徒
さ
ん
も
あ
い
さ
つ
が
良

で
き
る
し
、
礼
儀
正
し
い
し
、
私
な
ん
か
孫

よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
早
朝
練
習
も
よ
く
頑

っ
て
本
当
に
感
心
し
ま
す

 
 

 
 
 
 
 
 
 

原
古
才
・
女
性
・
六
十
九
歳

日
、
学
校
の
西
側
の
フ
ェ
ン
ス
の
外
の
道
沿
い

草
を
抜
い
て
い
た
ら
、
農
高
の
生
徒
さ
ん
が

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。」「
何
か
あ
っ
た
ら
お
手

い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

。
本
当
に
礼
儀
正
し
い
生
徒
さ
ん
ば
か
り
で
う

し
か

た
で
す
。 

原
古
才
・
女
性
・
五
十
九
歳 

っ

【
歓
声
】 

 

【
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
】
本
誌
に
こ
れ
ま
で
何
度
か
登
場
し
た

本
校
農
業
土
木
科
３
年
高
林
努
君
が
今
月
１６
日
か
ら
9

日
間
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
１
２
０
ｋ
ｇ
級
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
ま
た
今
月
２９
日
か
ら
来
年
１

月
11
日
ま
で
の
２
週
間
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
で
開
か

れ
る
日
本
・
北
米
高
校
生
レ
ス
リ
ン
グ
国
際
交
流
事
業
に

も
参
加
。
帰
国
は
３
学
期
の
始
業
式
の
翌
日
に
な
る
予

定
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
部
の
後
輩
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
だ
と

思
う
が
み
ん
な
が
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。 

高農生徒自治健在なり。１１月３０日（火）本校で役員選

挙が開催されました。２６人が立候補し，総勢２３人の新

しい生徒会・農業クラブ・家庭クラブ役員が選挙されまし

た。このメンバーが中心となってまた新たな高農の１ペー

ジを飾る。 

-287-3711

6-287-3713

 

【
あ
ぜ
み
ち
】
植
物
園
に
一
本
だ
け
山
茶
花
が
咲
い
て

い
る
。
唐
突
だ
が
花
言
葉
は
、
信
頼
・
困
難
に
打
ち
勝
つ
・

ひ
た
む
き
・
理
想
の
恋
な
ど
諸
説
あ
る
よ
う
だ
。
本
校
生
徒

は
毎
朝
そ
の
前
を
通
学
し
て
く
る
。 

 

し
め
る
花
壇｣

｢

車
椅
子
利
用

者
も
楽
し
め
る
花
壇｣

｢

ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
の
花
壇｣

｢

視
聴
覚
障
害
者
も
楽
し
め

る
花
壇｣

｢

高
齢
者
も
楽
し
め

る
花
壇｣

の
６
つ
の
ガ
ー
デ

を
製
作
し
ま
し
た
。
受
講

の
満
足
度
は
高
く
、｢

研
修

を
今
後
も
継
続
し
て
欲
し

な
ど
の
感
想
が
届
い
て

ま
す
。
御
関
心
の
あ
る
方

、
三
宅
教
諭
（
園
芸
科
学

）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

☆ 

吹
奏
楽
部
と
最
上
太
鼓

12
月
23
日
倉
敷
芸
文
館

で
コ
ン
サ
ー
ト
（
第
5
回
高
農
興
陽
合
同
演
奏
会
）
を
し

ま
す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

が

☆
11
月
13
・
14
日
・

文
化
祭
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
、
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ

ｎ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
。

写
真
は
畜
産
科
学
科

の
合
唱
「
魔
法
の
オ
ル

ー
ル
屋
さ
ん
」
の
一

マ
で
す
。
こ
の
他
に

演
劇
部
、
吹
奏
楽

、
最
上
太
鼓
と
近
年

な
い
盛
り
上
が
り

し
た
。 

【
放
課
後
】
生
徒
の
部
活
動
・
課
外
活
動
の
こ
と 

○ 

陸
上
競
技
部
・
11
月
７
日
（
日
）
高
校
駅
伝
に
男
女

と
も
参
加
。
男
子
は
参

35
校
中
21
位
、
2
時
間
40
分

26
、
女
子
は
参
加
19
校
中
15
位
、
１
時
間
37
分
59
で

あ
っ
た
。
駅
伝
参
加
校
が
年
々
減
り
、
単
独
校
出
場
が
困

難
な
中
で
、
ア
ベ
ッ
ク
出
場
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
い
つ
か
き
っ
と
都
大
路
を
走
る
日
が
来

す
。 

加

ま
○ 

レ
ス
リ
ン
グ
部
・
11
月
26
日
（
金
）
全
国
高
校
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
県
予
選
・
団
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８

の
笠
岡
工
破
り
、
第
２
位
。
個
人
で
は
、
50
kg
級
・
第

３
位
・
横
畑
翔
太(

農
業
土
木
科
２
年)

、
55
kg
級
・
第
３

位
松
永
壮
平
（
生
物
工
学
科
２
年
）、
60
kg
級
・
第
２
位
・

道
翔
貴
（
農
業
土
木
科
２
年
）、
66
kg
級
・
第
３
位
・

厚
介
（
農
業
土
木
科
２
年
）、
74
kg
級
・
第
３
位
・
横

佳
和
（
畜
産
科
学
科
２
年
）、
84
kg
級
・
第
１
位
・
金

正
浩
（
園
芸
科
学
科
２
年
）、
96
kg
・
第
２
位
・
安
原

平
（
生
物
工
学
科
２
年
）、
120
kg
・
第
２
位
・
時
信
光

（
農
業
土
木
科
１
年
）
団
体･

個
人
と
も
上
位
２
位
ま

が
中
国
選
抜
大
会
へ
。
高
農
旋
風
を
巻
き
起
こ
せ
。 

レ
ス
リ
ン
グ
部
・
岡
山
県
ス
ク
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

で
、
教
育
長
賞
（
高
校
生
部
門
最
高
の
賞
）
を
受
賞
。 

射
撃
部
・
11
月
21
日
（
日
）
第
24
回
全
国
高
等
学
校

イ
フ
ル
射
撃
競
技
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
（
広
島

つ
つ
が
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
）
。
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の

・
第
１
位
・
上
羽
洋
一
（
農
業
土
木
科
２
年
）
、
第
２

・
藤
田
静
香
（
畜
産
科
学
科
２
年
）
、
５
位
・
岸
本
愛

・（
農
園
科
１
年
）
、
第
７
位
・
浅
野
鈴
子
（
農
園
科
１

） 品
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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☆ （☆ ☆ 
【
木良儀家こ

 

こら徒礼
【
せくの張

 
 
 先の「伝たれ

.e
d

 

本
校
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
東

内
の
病
院
で
こ
の
か
わ
ら
版
を
見

に
自
転
車
が
パ
ン
ク
し
て
困
っ
て

本
校
の
生
徒
に
親
切
に
し
て
も
ら

が
あ
り
、
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

う
こ
と
で
し
た
。
東
さ
ん
は
新
聞
の

｢

心
地
よ
い
挨
拶｣

｢

自
転
車
修
理
の

感
謝｣

｢

嬉
し
か
っ
た
こ
ん
に
ち
は｣

で
、
本
校
生
徒
の
か
け
た
挨
拶
や
親

く
て
、
そ
の
気
持
ち
を
投
稿
さ
れ

東
さ
ん
は
現
在
八
十
四
歳
で
す

年
間
、
日
記
と
家
計
簿
、
読
ん
だ
本

著
者
の
記
録
な
ど
を
書
き
続
け
て

ゃ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
素
敵

に
お
会
い
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

す
と
と
も
に
、
本
校
生
徒
の
応
援
団

お
ら
れ
る
こ
と
を
心
強
く
思
い
ま（
高園科子松2水産んだの学こテ
大森山光涼一で
○ 

博作
○ 

ラ県部位美年
ゴコも部にで
室
内
園
芸
装
飾
・
技
能
検
定
３
級
合
格
者
・
十
六
名 

木
智
子
・
岸
本
郁
・
高
田
直
樹
・
花
土
愛
・
前
田
恵
子

芸
科
学
科
３
年
）、
小
出
麻
以
・
高
橋
美
帆
（
農
業
経
済

２
年
）
、
東
聡
華
・
大
槙
彩
葉
・
岡
本
泰
治
・
小
野
佐
和

・
角
井
満
里
奈
・
熊
澤
智
子
・
鈴
木
梢

・
畑
明
枝
・

恵

（
園
芸
科
学
科
２
年
）
で
す
。 

本
美
奈

0
0
4

年
毎
日
農
業
記
録
賞
（
毎
日
新
聞
社
主
催
、
農
林

産
省
な
ど
後
援
）
高
校
生
部
門
で
土
師
真
代
さ
ん
（
畜

科
学
科
３
年
）
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
土
師
さ

の
記
録
は｢

経
済
動
物
を
育
て
て
～｢

鶴
花｣

か
ら
学
ん

こ
と｣

。
12
月
13
日
、
東
京
の
毎
日
新
聞
東
京
本
社
で

授
賞
式
に
出
席
し
ま
す
。
卒
業
後
は
中
国
四
国
酪
農
大

校
に
進
学
し
、
将
来
は
牧
場
経
営
が

で
す
。 

夢

保
健
委
員
会
が
文
化
祭
で
実
施
し
た｢

救
え

戦
場
の

！

ど
も
た
ち
Ⅱ
い
ま
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と｣

で
チ
ャ
リ

ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金

8
3
,
2
9
6

円
を
Ｒ
Ｓ
Ｋ
を
通
じ

☆
【
陽
光
】 

左
の
写
真
は
、
本
校
が
全
国

【
職

室
】 

員

本
校･

田
中
良
雄
教
諭
（
農
場

年
記
念
（
産
業
教
育
中
央
会

（
全
国
第
４
位
）
に
選
ば
れ

育
の
展
望
そ
の
一
考
察｣

。 

【
農
場
】
ニ
ュ
ー
ス 

先
月
号
で
紹
介
し
た
農
業
ク

県)

に
出
場
し
、
農
業
鑑
定
競

た
の
は
片
山
佳
司
君
（
農
業

で
し
た
。
両
片
山
君
に
は
大
変
ン者会い｣いは科
で
初
め
て
学
校
主
催
で
実

長
）
の
産
業
教
育
百
二
十

主
催
）
の
論
文
が
、
佳
作

ま
し
た
。
題
名
は｢

農
業
教

ラ
ブ
全
国
大
会(

神
奈
川

技
の
部
で
優
秀
賞
に
輝
い

経
済
科
２
年
）
の
間
違
い

御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。 


